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１．はじめに 

 建設省では 1998 年から「コミュニケーション型国

土行政」と題し、国民と一体となった公共事業を目指し

ている。社会資本整備や地域づくりは、国民と行政との

共創作業であり、人の生活と自然との関係そして、社会

資本と地域文化との関係まで視野に入れた形で、深みの

あるコミュニケーションの推進を通じて、国民と行政と

の信頼関係の下で、良質な社会資本が蓄積されていく必

要がある。このためには、行政全般にわたって、①多様

化するニーズを早期に把握する努力、②国民の中にある

価値観の対立等について問いかけ、③事業や施策の評価、

④「行政は国民へのサービスである」という視点を常に

念頭に置くことが重要である。しかし、これまでの行政

の中では、この４点について、不十分であったことは否

定できず、国民からは批判やクレームが多く寄せられて

いた。今後の建設行政においては、「国民とともに考え、

社会的合意形成」が不可欠となっており、情報開示と説

明責任（アカウンタビリティー）は避けて通れない重要

なものとなってきている１）。このような中で、我々は昨

年までの取り組みで各関係者とのコミュニケーションに

おいて、CGの活用が有効であることを示してきた２）。

そこで今回はより具体的なCGの活用方法を明確にする

ために、コミュニケーションの種類を関係者別に述べ、

そのうちのいくつかについて事例を紹介する。 

 

２．コミュニケーションの種類 

  土木事業におけるコミュニケーションの種類を関係

者別に①受注者とのコミュニケーション②地域住民との

コミュニケーション③省内におけるコミュニケーション

に分けた。以下にそれぞれについて説明する。 

① 受注者とのコミュニケーション 

安全を保ちながら円滑に工事を進め、良質な構造物

を施工するためには、受発注者間での意志疎通は不可欠

であり、工事着手から工事完了まで充分なコミュニケー

ションが図られる必要がある。発注者からの一方的な指

示や、受注者の不十分な工事内容把握では良質な社会資

本整備はあり得ない。 

② 地域住民とのコミュニケーション 

地域住民の公共事業に対する関心は、年々高まって

いる。土木事業は、騒音、交通、振動など住民とのトラ

ブルとなる原因を多く持っている。そのため、工事を円

滑に進めていくには、住民とのコミュニケーションは非

常に重要なものとなる。 

③ 省内におけるコミュニケーション 

建設事業を進めて行く上で、適切な予算確保をする

ことが重要である。そのためには、「事務所と地建」、

「地建と本省」といった各段階において充分なコミュニ

ケーションを図り、適切な予算確保をして行く必要があ

る。また、事業の必要性を振り返るとき本省、地建、事

務所は一体とならなければならない。 

 

３．コミュニケーションの種類に対応したCG 

２章で分けたコミュニケーション別に、必要とされ

るCGについて述べる。 

① 受注者とのコミュニケーションで必要となるCG 

受注者とのコミュニケーションにおけるCGは、他

のものに比べ、より専門的なものになる。契約図書の中

で一番重要な図書は施工図面であり、その施工図と併せ

てCGを利用することにより、それぞれの施工段階にお

ける適切な施工計画の作成が容易となる。計画の検討な

どへの利用が目的となるため、ここではCGの美しさよ

りもどれだけ詳細な再現ができているかが重要となる。 

② 地域住民とのコミュニケーションで必要となるCG 

工事を円滑に進めるためには、地域住民の方々に工

事の必要性と施工方法などを理解してもらわなければな

らない。そのためには専門的な工事説明ではなく、ビジ

ュアルでより分かりやすい資料が必要であり、この分か

りやすい資料としてCGは有効である。環境のための対

策や、完成後の景観などの説明にCGを利用する。これ

らは、詳細な作業を再現するようなCGではなく、地域
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住民に対し重要な工事であり、また環境や景観を配慮し

たものであることを伝えるものでなければならない。 

③ 省内におけるコミュニケーションで必要となるCG 

省内でのコミュニケーションでは、事業の進め方が

重点となることから、これまでの事業費の推移や今後の

効率のよい予算執行のための資料が多く用いられる。こ

のような資料では正確なCGは必要なく、必要最小限の

範囲で説明できるもので充分である。 

 

４．事例 

  前章で述べた各コミュニケーションにおけるCGの

利用について、いくつかの事例を紹介する。 

① 受注者の事例 

受注者へのCGの事例として、熊本大学施設設計工

学研究室が佐敷大橋（仮称）建設工事へCGを適用し、

ホームページで一般公開している例がある３）（図-１）。 

② 地域住民の事例 

大戸川ダム工事事務所では、数回に渡りCGを利用

した地元説明会を開催してきた。地元住民の方々からは、

「図面などの資料より分かりやすく専門家でない我々に

も理解しやすい。今後とも、このような形で説明会を開

催してほしい」との意見も出された (図-２) 。 

③ 省内での事例 

省内での事例としては、大戸川ダムの必要性と効果

について、淀川流域での基準点となる枚方地点において、

過去の降雨による効果量の説明資料として、簡素なＣＧ

を使用し作成した(図-３) 。 

CG作成時の効率化のために、CG（またはCAD）

オブジェクトの転用、共有が重要となる。このオブジェ

クトの共有について、熊本大学工学部施設設計工学研究

室と大戸川ダム工事事務所では無償でデータの交換をお

こない、これを一般公開している４）（図-４）。 

 

５．まとめと今後の課題 

  今回の研究で、土木事業をおこなっていく上での

CG の利用形態がより具体的になったと考えられる。今

後さらにより多くの利用事例を蓄積することで、行政に

おける CG利用の有効性や CADの標準化と同様に CG

の標準化の可能性を探ることができると考える。 
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図-４ データ共有webページ 

図-１ 受注者との配筋検討事例 

図-２ 大戸川ダム完成CG 

図-３ 大戸川ダムの効果量CG図 
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